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血腫により閉塞性水頭症を来たし全脳虚血に至った1例．第48回日本救急医学会総会・学術集会
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（ポスター69精神科・その他）．2020，11，18‐20（現地及びライブ配信），2020，12，9‐23（オ
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われた1例．第47回日本集中治療医学会学術集会．2020，3，6‐8，（オンデマンド配信：2021，
1，31まで）．日本集中治療医学会雑誌 27巻 Suppl. Page642．

12 ＊小倉裕司，丸藤 哲，阿部智一，齋藤大蔵，久志本成樹，藤島清太郎，真弓俊彦，白石 淳，池田
弘人，射場敏明，上山昌史，梅村 穣，岡本好司，小谷穣治，阪本雄一郎，佐々木淳一，椎野泰和，
白石振一郎，田熊清継，武山直志，樽井武彦，鶴田良介，中田孝明，萩原章嘉，一二三亨，増野智
彦，山川一馬，山下典雄，大友康裕，日本救急医学会多施設共同試験特別委員会：新しい敗血症診
断基準（sepsis-3）による多施設前向き登録研究 MAESTRO研究．第48回日本救急医学会総会・
学術集会．2020，11，18‐20（現地及びライブ配信），2020，12，9‐23（オンデマンド配信）．日本
救急医学会雑誌 31巻11号 P941．
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員会：血小板減少を伴う敗血症におけるDIC と TMAの関連を解明する多施設前向き研究．第48
回日本救急医学会総会・学術集会．2020，11，18‐20（現地及びライブ配信），2020，12，9‐23（オ
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傷学会総会・学術集会．2020，12，7‐8（ライブ配信），2020，12，15‐28（アーカイブ配信）．日
本外傷学会雑誌 34巻5号 P268．

15 樋口大空，鳴海翔悟，三池 徹，井上 聡，阪本雄一郎：アドレナリン自己注射製剤（エピペン）
を注射した際に大腿裂創をきたした1例．第23回日本臨床救急医学会総会・学術集会．2020，8，
27‐28（Live 配信），2020，9，16‐10，16（オンデマンド配信）．日本臨床救急医学会雑誌 23巻
3号 P382．

16 ○堤 将臣，鳴海翔悟，井上 聡，阪本雄一郎：眼球突出と眼球結膜充血をきたした Purtscher’s 網
膜症の一例．第23回日本臨床救急医学会総会・学術集会．2020，8，27‐28（Live 配信），2020，
9，16‐10，16（オンデマンド配信）．日本臨床救急医学会雑誌 23巻3号 P492．

地方規模の学会
1 中山賢人：真菌血症予防のための当院での取り組み．日本集中治療医学会 第4回九州支部学術集
会（一般演題1 感染・敗血症（1））．2020，9，1‐15．抄録集．

その他の学会
1 阪本雄一郎：柔道整復師の災害医療教育について．第22回骨傷科尊塾 鹿児島講演会．2020，1，
12．抄録集．

2 阪本雄一郎：敗血症を診続ける！－恒常性を維持するためのDIC 対策－．第12回滋賀集中治療懇
話会（特別講演）．2020，1，18．抄録集．

3 阪本雄一郎：常時から備える災害時の薬剤支援体制．川崎横浜北部在宅救急研究会～病院救急部と
診療所がともに地域医療を考える～（特別講演）．2020，1，23．抄録集．

4 阪本雄一郎：SDGs：すべての人に健康と福祉を－敗血症診療におけるDIC 対策－．第5回山陰外
科DIC フォーラム（特別講演）．2020，2，5．抄録集．

5 阪本雄一郎：DIC 治療への新たなモニタリング展望～外傷から敗血症性DIC まで～．大分DIC 研
究会2020（特別講演）．2020，2，20．抄録集．

6 阪本雄一郎，小豆畑丈夫：COVID‐19への備え―医療提供体制「プロジェクトＭ」の成果，あらた
な課題としての在宅医療と看護体制の提言―．リコモジュリンWeb対談．2020，8，14．抄録集．

7 三池 徹：災害時における初動と今後の課題～糖尿病治療薬を休薬させないために～．第48回「筑
豊糖尿病懇話会」勉強会〈ライブ配信〉（特別講演）．2020，8，28．抄録集．

8 阪本雄一郎：SDGs：すべての人に健康と福祉を－敗血症診療におけるDIC 対策－．若手医師のた
めの敗血症セミナー（特別講演）．2020，9，10．抄録集．

9 阪本雄一郎：佐賀県の取り組み～project M～．佐賀県呼吸器疾患フォーラム～COVID‐19と喘息
～（特別講演）．2020，9，17．抄録集．

10 阪本雄一郎：SDGs：すべての人に健康と福祉を－敗血症診療におけるDIC 対策－．第12回岡崎感
染症セミナー～オンライン講演会～．2020，9，28．抄録集．

11 阪本雄一郎：佐賀県における新型コロナウイルス対策～プロジェクトＭの取り組み～．令和2年度
佐賀県看護協会南部地区研修会．2020，11，7．抄録集．

12 阪本雄一郎：SDGs：すべての人に健康と福祉を－敗血症診療におけるDIC 対策－．外科系感染症
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 阪本雄一郎 新エネルギー・産業技術総
合開発機構

戦略的イノ
ベーション創
造プログラム
（SIP）第2
期／ビ ッ グ
デ ー タ・AI
を活用したサ
イバー空間基
盤 技 術／AI
間連携基盤技
術（分担）

健康・医療・介護AI 連携基盤の構築 5，650

教 授 阪本雄一郎 医療機関ネットワーク事業 （代表） 1，018
（187）

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

確率的潜在構造モデリングシステムを
用いた「次世代人工知能」による敗血
症治療支援

1，560

※（ ）は繰越金で外数

講演会．2020，11，26．抄録集．
13 三池 徹：DMAT・災害医療コーディネート．第6回佐賀県災害派遣精神医療チーム（DPAT）

研修会．2020，11，28．抄録集．
14 阪本雄一郎：SDGs：すべての人に健康と福祉を－敗血症診療におけるDIC 対策－．KEY_15～九

州若手救急医に向けて～（講演①）．2020，12，5．抄録集．
15 阪本雄一郎：佐賀県における新型コロナ感染症に対する医療体制．第119回日本耳鼻咽喉科学会佐

賀県地方部会学術講演会（専門医共通講習；感染対策講習）．2020，12，5．抄録集．

研究助成等
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